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津房小学校の食育、教育環境整備の支援

こ
と
し
も
学
年
ご
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
や
研
究
の
発
表
が
あ
り
、
長
く
て

長
文
の
セ
リ
フ
を
よ
く
覚
え
ら
れ
た
も
の

だ
と
、
参
観
の
お
と
な
全
員
が
感
心
す
る

ほ
ど
の
完
璧
な
出
来
で
し
た
。 

当
協
議
会
は
地
域
の
ひ
と
と
「
む
か
し

の
遊
び
」
を
通
じ
て
交
流
す
る
メ
ニ
ュ
ー

を
担
当
し
ま
し
た
、 

定
番
と
も
言
え
る
「
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
」 

を
井
福
公
民
館
指
導
員
に
、
新
メ
ニ
ュ
ー

の
ク
リ
ア
シ
ー
ト
を
使
っ
た
「
風
ぐ
る
ま

づ
く
り
」
を
山
﨑
教
育
部
会
長
に
そ
れ
ぞ

れ
指
導
役
を
委
任
、
あ
と
、
居
合
わ
せ
る

お
と
な
全
員
の
助
勢
を
も
と
に
進
め
た
結

果
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
ソ
コ
ソ
コ
の
モ

ノ
が
出
来
上
が
り
、
児
童
諸
君
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。 

学
校
正
門
前
の
水
田
を
借
用
し
て
の
「
も

ち
米
づ
く
り
」
体
験
授
業
、
こ
と
し
は
、
奈
良
・

東
大
寺
の
「
転
害
門
」
に
掛
け
る
大
し
め
縄
制

作
用
と
し
て
奉
納
す
る
藁
（
わ
ら
）
づ
く
り
と

兼
ね
て
で
し
た
が
、
９
月
に
終
え
た
奉
納
藁

の
刈
り
取
り
に
続
き
、
１０
月
２４
日
、
も
ち
米

収
穫
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

一
日
先
生
役
の
菅
原
会
長
、
山
﨑
ふ
れ
あ

い
教
育
部
会
長
、
小
野
ふ
る
さ
と
振
興
部
会

長
の
三
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
４

年
生
以
上
の
高
学
年
生
が
、
ひ
と
り
100
株
ほ

ど
を
ノ
コ
鎌
で
手
刈
り
、
傍
に
配
備
し
た
コ

ン
バ
イ
ン
で
脱
穀
し
ま
し
た
。 

 

乾
燥
と
籾
摺
り
は
吉
武
二
十
三
氏
（
中
間
）

の
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無
事
に
モ
チ
米
に
な

り
ま
し
た
。 

予
想
以
上
の
収
量
で
、
来
年
の
運
動
会
で

の
モ
チ
マ
キ
用
３
袋
、
ち
ゃ
ん
と
確
保
！！ 

津
房
っ
子
に
ふ
る
さ
と
津
房
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
の
支
援
事
業
、
こ
と
し
は

10
月
２５
日
、
北
部
集
落
の
名
所
・
旧
跡
と

な
っ
て
い
る
サ
イ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。 

尾
立
営
団
近
く
で
碑
成
園
さ
ん
が
耕
作
中

の
広
大
な
茶
園
、
東
恵
良
の
桂
昌
寺
跡
「
地

獄
極
楽
」、
上
の
原
水
路
（
通
称
・
新
井

手
）
の
終
端
部
、
楢
本
の
摩
崖
仏
、
楢
本
の

郷
社
・
若
宮
社
、
千
福
技
建
さ
ん
宅
に
掲
げ

ら
れ
た
「
虎
の
鏝
絵
」（
永
田
知
徳
さ
ん

作
）
で
す
。 

若
宮
社
で
は
奇
し
く
も
秋
の
大
祭
の
神
事

と
丁
度
重
な
る
時
間
帯
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

全
員
で
神
事
に
参
列
し
、
滅
多
に
お
参
り
す

る
こ
と
の
な
い
、
他
集
落
の
祭
り
を
体
験
し

て
も
ら
え
ま
し
た
。（
児
童
全
員
へ
の
座
席

準
備
や
オ
ヤ
ツ
準
備
頂
い
た
宮
総
代
各
位
へ 

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
） 

 

津
房
の
多
様
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
筈
で

す
。 

急激な少子化の流れのなか、宇佐市内の児童生徒数は著しく減少し、

多くの小学校が小規模校となっている現状については皆さんご承知の通

りです。 

この状況下、子どもたちに、より良い教育環境を提供しようと、市教

育委員会では学校の適正規模化に関する検討を続け、「宇佐市小・中学校

における適正規模・適正配置に関する基本方針」を今般策定したのを機

に、この「基本方針」の内容説明と、市民のご意見聴取を趣旨とした集

いを開催するので、参加の呼び掛けを、との案内を受けました。 

子どもたちと地区の将来に関わるだいじな事案ゆえ、大勢の方にご参

加願いたく、安心院中学校区での開催分についてご案内します。 

（院内、宇佐、西部、駅川、長洲、北部の各中学校区でも別日程で開催あり） 

           ≪ 開催要領 ≫ 

【日 時】 １２月５日（金） 19：00～２０時３０分 

【場 所】 安心院支所内 多目的ホール 

・ 
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地区公民館のとなりに設けたリサクル資源回収倉庫の

入口前は、回収対象外のビン類が大量に溜まり、たいへ

ん見苦しい状態でしたが、これを見かねた女性部会の    

4 人（梶原貴和子さん、藤田弘子さん、安部イツカさん、 

後藤紀美子さん）が、6 時間ほど掛け、仕分けと袋詰め

のたいへんな作業をして頂きました。   

それを引き継ぎ、月 1 回のビン類回収日にすべて搬出

し、キレイサッパリ！になりました。 

リサイクル資源の供出は大変有り難いですが、対象外

品の持ち込みはされぬよう、重ねてお願い致します。 

🌻  🌻  🌻  🌻  🌻 🌻  🌻 

季節の花を自分流にアレンジする ｢寄せ植えフラワーポット｣  

づくり教室を開催します。  

玄関先を作品で飾り爽やかな新春を迎えましょう！  

先着 ２５名さま 、奮ってご参加ください。 

【日 時】１２月１３日（土） 

       午前 10 : 00 ～ 11 : 30 

【場 所】 津房地区公民館の駐車場に集合 

【参加費】 １，０００円  

＊ポット、土、花苗などの材料費込み、当日集金です  

＊参加ご希望の方、事前申し込みをお願いします  

申し込み先； ☎ 48-2001  岡 又は 井福 

（津房地区公民館内） 
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到

  

津房の数少ない菊花栽培愛好家の田口憲司さん（尾立）が、

毎年、丹精込めた作品を公民館ほか要所に展示頂いていまし

たので、今年も心待ちにしていたところ、19 日に届けて頂き

ました。 （ヤンワリと催促を入れました・・・） 

但し、ことしは夏の酷暑など  

の影響か、質、数ともに出来 

が良くないとのことで、22日 

23 日の安心院文化祭への出 

品と兼用となり、公民館での

出展期間は短いです。 

運が良ければ見られます。 

大保邸の鏝絵   若宮社神事 

みんなで手刈り   作業前の安全会議！ 

竹とんぼ Gr       かざぐるま Gr  


